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〔
解
説
〕 

「
性
空
上
人
碑
」
は
、
周
防
室
積
（
現
在
の
光
市
室
積
）
の
峨
眉
山
普
賢
寺
の
開

祖
で
あ
る
性
空
上
人
の
墓
碑
文
で
あ
り
、
で
、
江
戸
時
代
初
期
の
萩
藩
（
長
州
藩
）

の
秀
才
と
う
た
わ
れ
た
山
田
原
欽
が
二
一
歳
の
時
に
書
い
た
漢
文
の
文
章
で
あ
る
。 

 

一
般
に
、
近
世
に
書
か
れ
た
寺
社
の
由
来
に
関
係
す
る
文
章
は
、
史
実
に
全
く
そ

ぐ
わ
な
い
妄
想
に
よ
る
牽
強
付
会
の
記
述
が
多
く
、
そ
の
史
料
的
価
値
は
著
し
く
低

い
と
い
う
見
解
が
常
識
で
あ
り
、
こ
の
「
性
空
上
人
碑
」
も
、
没
年
の
記
載
に
そ
の

例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
当
時
、
長
州
藩
き
っ
て
の
秀
才
の
評
も
高
く
、
朝
鮮
通
信
使
と

の
漢
詩
の
応
酬
で
そ
の
名
を
知
ら
れ
た
文
学
の
徒
、
表
現
者
と
し
て
の
山
田
原
欽
の

創
作
の
一
端
を
今
に
伝
え
て
い
る
こ
と
に
は
疑
い
は
な
く
、
原
欽
の
平
易
に
し
て
達

意
の
表
現
を
知
る
に
は
、
格
好
の
作
品
で
あ
る
。 

ま
た
、
山
田
原
欽
の
漢
詩
文
は
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
に
お
い
て
、
現
代
語
訳
の
試

み
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
現
代
に
お
い
て
、
そ
の
名
を
知
る
者
は
い
て
も
、
作

品
そ
の
も
の
を
読
む
こ
と
に
は
困
難
さ
が
伴
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
こ
の

た
び
、
本
校
機
械
電
気
工
学
科
の
藤
本
浩
先
生
よ
り
要
請
を
い
た
だ
い
た
の
を
機
に
、

本
校
の
四
年
次
選
択
科
目
の
講
義
用
参
考
資
料
と
し
て
の
利
用
を
も
意
図
し
て
、
才

の
不
足
を
省
み
ず
、
訳
注
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
。
地
域
に
対
す
る
貢
献
と
い
う
意

味
で
も
、
さ
さ
や
か
な
意
味
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

 

〔
訳
注
に
つ
い
て
〕 

本
文
は
、
一
般
に
目
に
す
る
こ
と
が
た
や
す
く
、
活
字
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
『
防

長
寺
社
由
来
』
（
全
七
巻 

山
口
県
文
書
館 

昭
和
五
七
年
）
第
二
巻 

熊
毛
宰
判

所
収
の
「
室
積
村 

普
賢
寺 

普
賢
寺
由
来
記
」
に
よ
る
こ
と
に
し
た
。
本
文
の
内
容

に
そ
っ
て
大
ま
か
に
段
落
分
け
を
行
っ
た
が
、
こ
れ
は
筆
者
の
考
え
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
あ
く
ま
で
も
理
解
に
資
す
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
普
賢
寺
の
桝
野
省
堂
ご

住
職
か
ら
山
田
原
欽
直
筆
の
原
文
を
観
覧
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
が
、
時
間
的
な

制
約
も
あ
り
、
詳
し
い
検
討
は
行
え
て
い
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
詳
細
な
校
勘
も

含
め
、
別
の
機
会
に
何
ら
か
の
形
で
公
に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。 

通
釈
に
つ
い
て
は
、
徳
山
高
専
の
学
生
（
四
年
生
）
を
対
象
に
、
努
め
て
平
易
を

心
が
け
て
作
成
し
た
。
講
義
用
の
資
料
と
と
し
て
の
配
慮
で
は
な
く
、
彼
ら
に
と
っ

て
理
解
し
や
す
い
文
と
な
っ
て
い
れ
ば
、
一
般
の
方
々
に
も
十
分
に
理
解
で
き
る
レ

ベ
ル
の
文
章
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
安
易
な
説
明

に
傾
き
す
ぎ
た
き
ら
い
も
あ
り
、
ま
た
文
章
と
し
て
の
リ
ズ
ム
が
崩
れ
、
原
文
の
格

調
を
損
ね
た
部
分
も
な
い
と
は
言
え
な
い
。
諸
賢
の
ご
教
示
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
幸

い
に
思
う
。 

注
に
つ
い
て
は
、
典
拠
の
あ
る
場
合
、
あ
る
い
は
、
仏
教
関
係
の
文
献
に
関
連
す

る
語
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
に
お
い
て
原
文
を
挙
げ
た
。
引
用
原
文
に
訓

読
文
を
加
え
て
理
解
を
た
す
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
も
考
え
た
が
、
体
裁
を
「
普

賢
縁
起
」
に
そ
ろ
え
る
た
め
に
割
愛
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
の
語
に
つ
い
て
も
、

平
易
を
旨
と
し
て
煩
雑
に
わ
た
る
こ
と
を
避
け
た
た
め
に
語
意
を
記
す
に
と
ど
め

た
も
の
も
多
い
。 

 

【
本
文
】 

性
空
上
人
碑 

上
人
姓
橘
氏
、
性
空
其
諱
也
。
父
善
根
大
中
大
夫
、
母
源
氏
、
平
安
城
人
也
。
上

人
生
、
便
喜
静
坐
、
面
有
微
笑
相
、
悪
言
不
出
于
口
、
十
歳
能
誦
法
華
。
長
為
僧
、

結
浄
廬
於
日
之
霧
島
、
開
名
刹
於
幡
之
書
写
。
終
覿
普
賢
菩
薩
之
真
容
於
此
浦
、
尋
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寛
弘
三
年
三
月
十
三
日
寂
。
年
八
十
、
葬
於
此
。 

上
人
所
止
之
処
、
緇
素
成
市
其
事
跡
垂
於
汗
簡
者
尚
矣
。
不
復
措
辞
焉
。
蓋
上
人

之
神
如
水
、
上
人
死
如
帰
。
若
不
宜
有
所
留
、
然
而
如
有
眷
々
于
室
積
者
何
也
。
室

積
者
普
賢
示
現
之
処
、
上
人
成
果
之
墜
、
上
人
可
謂
死
得
其
所
也
。 

其
後
多
歴
年
、
風
月
所
損
墓
誌
荒
磨
。
維
我
大
君
大
江
吉
就
公
臨
邦
之
日
、
思
上

人
芳
事
、
鼎
建
石
於
墓
上
、
存
遺
址
云
、
若
夫
峴
山
深
澗
之
事
、
則
功
名
之
迹
、
而

非
所
希
於
上
人
也
。 

峨
山
如
蠣
、
象
海
如
綸
。 

石
兮
有
朽
、
道
風
不
泯
。 

貞
享
三
年 

丙
寅 

十
二
月
日 

 
 

 
 

 

復
軒
山
田
原
欽
熙 

譔 

 

【
訓
読
文
】 

性
空
上
人
碑 

上
人 

姓
は
橘
氏
、
性
空
は
其
の
諱
な
り
。
父
は
善
根
大
中
大
夫
、
母
は
源
氏
、
平

安
城
の
人
な
り
。
上
人 

生
れ
て
、
便
ち
静
坐
を
喜
び
、
面
に
微
笑
の
相
有
り
、
悪
言

は
口
を
出
で
ず
。
十
歳
に
し
て
能
く
法
華
を
誦
す
。
長
じ
て
僧
と
為
り
、
浄
廬
を
日

の
霧
島
に
結
び
、
名
刹
を
幡
の
書
写
に
開
く
。
終
に
普
賢
菩
薩
の
真
容
を
此
の
浦
に

覿
て
、
尋
い
で
寛
弘
三
年
三
月
十
三
日
に
寂
す
。
年
八
十
、
此
に
葬
る
。 

上
人 

所
止
の
処
は
、
緇
素 

市
を
成
し
、
其
の
事
跡
の
汗
簡
に
垂
る
る
者
（
こ
と
） 

尚
（
ひ
さ
）
し
け
れ
ば
、
復
た
辞
を
措
か
ず
。
蓋
し
上
人
の
神
は
水
の
ご
と
く
、
上

人
の
死
は
帰
る
が
ご
と
か
ら
ん
。
若
（
も
）
し
宜
し
く
留
ま
る
所
に
有
ら
ず
ん
ば
、

然
り
而
う
し
て
室
積
に
眷
々
た
る
者
（
こ
と
） 

有
る
が
如
き
は
何
ぞ
や
。
室
積
は
普

賢
示
現
の
処
、
上
人 

成
果
の
墜
に
し
て
、
上
人 

死
す
る
に
其
の
所
を
得
た
る
と
謂

う
べ
き
な
り
。 

其
の
後 

多
く
年
を
歴
、
風
月
の
損
す
る
所
の
墓
誌
は
荒
磨
す
。
維
に
我
が
大
君
大

江
吉
就
公 

臨
邦
の
日
に
、
上
人
の
芳
事
を
思
い
、
石
を
墓
上
に
鼎
建
し
、
遺
址
を
存

し
て
云
う
、
「
夫
の
峴
山
深
澗
の
事
の
ご
と
き
は
、
則
ち
功
名
の
迹
に
し
て
、
上
人

に
希
う
所
に
非
ざ
る
な
り
」
と
。 

峨
山
は
蠣
の
如
く
、
象
海
は
綸
の
如
し
。 

石
や 

朽
ち
る
こ
と
有
る
と
も
、
道
風
は
泯
（
ほ
ろ
）
び
ざ
ら
ん
。 

貞
享
三
年 

丙
寅 

十
二
月
日 

 
 

 
 

 
 

 

復
軒
山
田
原
欽
熙 

譔
す 

 

【
通
釈
】 

性
空
上
人
碑 

性
空
上
人
は
、
姓
は
橘
氏
で
あ
り
、
性
空
は
そ
の
生
前
の
名
で
あ
る
。
父
は
大
中

大
夫 

橘
善
根
、
母
は
源
氏
で
、
平
安
京
の
出
身
で
あ
る
。
上
人
は
生
ま
れ
る
と
、
そ

の
ま
ま
落
ち
着
い
て
き
ち
ん
と
座
っ
て
い
る
こ
と
を
好
み
、
そ
の
表
情
は
微
笑
を
浮

か
べ
て
い
て
、
人
を
悪
し
ざ
ま
に
言
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
十
歳
で
法
華
経
を
読
誦

す
る
こ
と
が
で
き
、
成
長
し
て
僧
と
な
っ
て
か
ら
は
、
清
浄
な
廬
を
日
向
の
国
の
霧

島
山
に
結
び
、
由
緒
あ
る
寺
を
播
磨
の
国
の
書
写
山
に
開
い
た
。
終
り
に
普
賢
菩
薩

の
真
の
姿
を
此
の
〔
室
積
の
〕
浦
で
拝
見
し
、
次
い
で
寛
弘
三
（
一
〇
〇
六
）
年
三

月
十
三
日
に
示
寂
な
さ
れ
、
年
齢
は
八
十
歳
、
こ
こ
に
葬
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

上
人
が
住
ま
い
と
し
た
所
は
、
道
俗
の
者
た
ち
が
〔
大
勢
来
て
〕
市
が
立
っ
た
か

の
よ
う
で
あ
っ
た
。
上
人
の
事
跡
は
記
録
に
残
さ
れ
て
久
し
い
の
で
、
さ
ら
に
言
葉

を
選
び
語
る
こ
と
は
し
な
い
で
お
く
。
思
う
に
、
上
人
の
精
神
は
水
の
よ
う
に
〔
最

上
の
善
〕
で
あ
り
、
上
人
は
死
を
家
に
帰
る
か
の
よ
う
〔
に
感
じ
て
少
し
も
恐
れ
な

い
人
〕
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
〔
さ
て
、
こ
の
地
が
〕
も
し
〔
上
人
の
〕
留
ま
る
べ

き
所
で
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
に
し
て
室
積
に
心
ひ
か
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
は

ど
う
し
て
だ
ろ
う
か
。
室
積
は
普
賢
菩
薩
の
示
現
の
地
で
あ
り
、
上
人
の
成
し
遂
げ

た
結
果
の
落
着
す
る
所
で
あ
っ
て
、
上
人
は
死
ぬ
に
あ
た
っ
て
ふ
さ
わ
し
い
場
所
を

得
た
と
言
う
べ
き
な
の
で
あ
る
。 

そ
の
〔
上
人
が
亡
く
な
っ
た
〕
後
、
多
く
の
年
月
が
経
ち
、
風
雨
歳
月
が
損
傷
さ

せ
た
墓
石
は
荒
廃
し
摩
滅
し
て
い
た
。
〔
さ
て
、
〕
こ
こ
に
我
が
主
君
で
あ
る
大
江

氏
の
末
裔
毛
利
吉
就
公
は
、
お
国
入
り
の
日
に
、
上
人
の
す
ぐ
れ
た
事
跡
に
思
い
を

は
せ
、
石
を
上
人
の
墓
の
上
に
建
て
て
、
上
人
の
遺
跡
を
保
存
し
て
言
わ
れ
た
、「
〔
世

に
言
う
〕
峴
山
深
澗
の
こ
と
の
よ
う
な
も
の
は
、
功
名
の
事
跡
で
あ
っ
て
、
〔
功
名
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心
に
無
縁
の
〕
性
空
上
人
に
希
い
求
め
る
こ
と
で
は
な
い
」
と
。 

峨
眉
の
山
は
研
ぎ
す
ま
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
高
く
、
象
鼻
〔
ケ
岬
〕
の
海
は
青
い

絹
糸
の
帯
紐
の
よ
う
で
あ
る
。 

た
と
え
こ
の
石
が
摩
滅
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
ろ
う
と
も
、
〔
性
空
上
人
の
〕
徳

と
志
が
滅
び
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。 

貞
享
三
（
一
六
八
六
）
年 

丙
寅 

十
二
月
吉
日 

 

復
軒
山
田
原
欽
熙 

記
述
す
。 

 

【
注
】 

○
性
空
上
人 

性
空
上
人
の
伝
記
資
料
は
、 

①
鎮
源 

撰
『
本
朝
法
華
驗
記
』
巻
中
「
第
四
十
五 

播
州
書
冩
山
性
空
上
人
」（
『
續

群
書
類
従
』
巻
一
九
四 

第
八
輯
上 

所
収
、
『
日
本
思
想
体
系
』
第
七
巻
所
収
）
長

久
年
間
（
一
〇
四
〇
～
一
〇
四
四
）
の
成
立 

②
承
澄 

撰
『
明
匠
略
傳
』
日
本 

下
「
性
空
上
人
」
（
『
群
書
類
従
』
巻
六
八 

 

第

五
輯 

所
収
）
建
治
元
（
一
二
七
五
）
年
の
成
立 

以
上
の
二
つ
が
基
本
で
あ
る
〔
以
下
そ
れ
ぞ
れ
の
引
用
個
所
は
『
本
朝
法
華
驗
記
』
、

『
明
匠
略
傳
』
と
の
み
記
し
て
引
用
す
る
。
〕
。
な
お
、
他
に
、
書
写
山
円
教
寺
関

係
に
伝
わ
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
資
料
と
し
て
は
第
一
級
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
山
田
原
欽
が
比
較
的
容
易
に
目
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
資
料
を
原
則
と
す

べ
き
と
考
え
、
あ
え
て
読
解
の
基
本
資
料
と
し
て
用
い
な
い
こ
と
に
し
た
。 

○
上
人
姓
橘
氏 

『
本
朝
法
華
驗
記
』
、
『
明
匠
略
傳
』
と
も
に
「
俗
姓
橘
氏
」
と
す
る
。 

○
諱 こ

こ
で
は
、
生
前
の
名
の
こ
と
。
な
お
、
性
空
上
人
の
俗
名
は
、
「
善
行
」
で
あ

る
。 

○
父
善
根
大
中
大
夫 

『
明
匠
略
傳
』
に
「
其
父
従
五
位
下
橘
朝
臣
善
根
名
詮
」
と
あ
る
。
「
大
夫
」
は
、

律
令
制
に
お
い
て
、
特
に
五
位
の
通
称
。 

○
母
源
氏 

『
明
匠
略
傳
』
に
「
其
母
源
氏
」
と
あ
る
。 

○
平
安
城
人
也 

『
本
朝
法
華
驗
記
』
に
は
「
平
安
宮
西
京
人
也
」
と
あ
り
、
『
明
匠
略
傳
』
に
は

「
左
京
人
也
」
と
あ
る
。 

○
静
坐 

心
を
落
ち
着
か
せ
、
姿
勢
を
正
し
て
静
か
に
座
る
こ
と
。
『
韓
非
子
』
十
過
に
「
師

涓
曰
、
諾
。
因
静
坐
、
撫
琴
而
寫
之
」
と
あ
る
。 

○
面
有
微
笑
相
、
悪
言
不
出
于
口 

『
本
朝
法
華
驗
記
』
に
「
從
幼
少
日
、
至
于
老
滅
、
面
含
微
咲
、
顔
色
慈
悲
、
口

吐
耎
言
、
永
離
麁
言
耎
言
（
「
耎
」
、
読
み
は
ジ
。
柔
ら
か
い
こ
と
。
「
耎
言
」
は
、

柔
ら
か
く
優
し
い
言
葉
の
こ
と
）
を
吐
き
、
永
く
麁
言
（
「
麁
」
、
読
み
は
ソ
。
麤

に
同
じ
。
粗
い
こ
と
。
荒
々
し
い
こ
と
。
「
麁
言
」
は
、
粗
暴
な
言
葉
の
こ
と
）
〕
」

と
あ
る
。 

○
十
歳
能
誦
法
華 

『
本
朝
法
華
驗
記
』
に
は
「
受
持
一
乗
、
偏
期
佛
惠
」
と
あ
り
、
『
明
匠
略
傳
』

に
は
、
「
雖
受
女
身
既
等
佛
心
、
十
歳
始
就
師
、
受
『
法
花
経
』
八
巻
」
と
あ
る
。 

○
長
為
僧
、
結
浄
廬
於
日
之
霧
島 

『
本
朝
法
華
驗
記
』
に
は
、
「
尋
練
行
昔
、
人
跡
不
通
、
鳥
音
不
聞
、
深
山
幽
谷
、

結
廬
而
住
」
と
あ
り
、
『
明
匠
略
傳
』
に
は
、
「
至
丗
六
、
拜
親
剃
頭
、
篭
居
霧
嶋
、

讀
誦
法
華
、
精
勤
修
習
、
晝
夜
不
怠
。
巖
室
幽
寂
、
四
隣
無
人
」
と
あ
る
。 

○
開
名
刹
於
幡
之
書
写 

『
明
匠
略
傳
』
に
「
播
州
化
人
来
諭
云
、
山
名
書
冩
、
鷲
頭
兮
上
峯
、
号
一
乗
鷄

足
送
雲
。
蹈
此
山
者
發
菩
提
心
、
攀
此
峯
者
浄
六
情
根
。
上
人
西
洞
結
庵
、
坐
禅
澄

神
、
以
薦
為
帷
幕
、
㠯
紙
為
衣
裳
」
と
あ
る
。 

○
覿
普
賢
菩
薩
之
真
容
於
此
浦 

「
覿
」
は
、
ま
の
あ
た
り
に
す
る
。
「
真
容
」
は
、
真
実
の
姿
。
「
此
浦
」
は
、

室
積
浦
を
指
す
。
性
空
上
人
が
、
普
賢
菩
薩
を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と
を
、
『
本
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朝
法
華
驗
記
』
、
『
明
匠
略
傳
』
と
も
に
記
し
て
い
な
い
。
こ
と
は
『
古
事
談
』
第

三
僧
行
、
『
十
訓
抄
』
巻
三
、
『
撰
集
抄
』
巻
六
な
ど
に
見
え
る
が
、
各
々
異
同
が

あ
る
。
な
お
、
山
田
原
欽
が
「
性
空
上
人
碑
」
を
書
く
三
ヶ
月
ほ
ど
前
に
書
い
た
「
普

賢
縁
起
」
に
は
、
性
空
上
人
が
普
賢
菩
薩
に
会
っ
た
事
を
詳
し
く
記
し
て
い
る
。 

○
尋
寛
弘
三
年
三
月
十
三
日
寂
。
年
八
十 

『
明
匠
略
傳
』
に
「
寛
弘
四
年
三
月
十
日
未
時
、
遂
結
定
印
、
向
西
座
禅
、
安
禅

昇
霞
。
歳
八
十
」
と
あ
る
。 

〔
「
未
時
」
は
、
現
在
の
午
後
二
時
ご
ろ
。
「
定
印
」
は
、
入
定
の
印
契
（
い
ん 

げ
）
。
「
安
禅
」
は
「
入
定
」
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
精
神
集
中
の
状
態
に 

入
る
意
味
で
は
な
く
、
死
の
婉
曲
表
現
で
あ
ろ
う
か
ら
、
「
意
識
を
失
う
」
ほ
ど 

の
意
と
と
る
べ
き
で
あ
る
。 

「
昇
霞
」
は
、
人
の
死
を
い
う
。
『
劉
子
新
論
』 

風
俗
に
「
秦
之
西
有
義
渠
之
國
、
其
人
死
則
聚
柴
而
焚
之
、
煙
上
燻
天
、
謂
之
昇

霞
」
と
見
え
る
。
〕 

こ
の
『
明
匠
略
傳
』
の
性
空
上
人
の
死
没
年
月
日
は
、
山
田
原
欽
の
記
載
と
は
ほ

ぼ
一
年
の
ず
れ
が
あ
る
。
原
欽
は
、
「
普
賢
縁
起
」
に
も
「
寛
弘
三
年
」
と
記
し
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
何
か
の
資
料
に
基
づ
く
の
で
あ
ろ
う
。
『
防
長
寺

社
由
来
』
の
「
峨
嵋
山
普
賢
寺
由
来
記
」
（
第
二
巻
一
九
八
頁
下
）
に
は
「
一
、
当

寺
は
寛
弘
三
年
の
建
立
、
峨
嵋
山
普
賢
寺
と
申
候
。
普
賢
示
現
の
霊
場
也
。
開
基
性

空
上
人
同
四
年
三
月
十
三
日
寂
ス
。
齢
八
十
ニ
し
て
」
と
あ
り
、
『
防
長
風
土
注
進

案
』
熊
毛
郡
室
積
村
風
土
記 

寺
院 

禅
宗
峨
嵋
山
普
賢
寺 

同
境
内
の
項
に
「
碑

銘 

山
田
復
軒
〔
傍
記
、
「
原
欽
」
〕
先
生
撰
述 

 

寺
傳
、
開
基
性
空
上
人
寛
弘

四
年
三
月
十
三
日
寂
、
葬
於
此
」
と
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
性
空
上
人
の
寂
し
た
年
を

寛
弘
四
年
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
山
田
原
欽
が
貞
享
三
（
一
六
八
六
）
年
に
書
い
た

「
縁
起
」
中
に
「
寛
弘
三
年
」
と
記
す
の
は
、
お
そ
ら
く
寺
伝
に
よ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
、
も
と
も
と
の
寺
伝
が
「
寛
弘
三
年
」
で
あ
っ
た
の
に
基
づ
い
た
と
考
え
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
寛
保
元
（
一
七
四
一
）
年
の
『
防
長
寺
社
由
来
』
「
峨
嵋

山
普
賢
寺
由
来
記
」
、
天
保
年
間
（
一
八
三
〇
～
一
八
四
四
）
の
『
防
長
風
土
注
進

案
』
「
熊
毛
郡
室
積
村
風
土
記
」
に
お
い
て
、
他
書
に
記
す
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
修
正

が
図
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

○
葬
於
此 

『
防
長
風
土
注
進
案
』
熊
毛
郡
室
積
村
風
土
記 

寺
院 

禅
宗
峨
嵋
山
普
賢
寺 

同
境
内
の
項
に
「
碑
銘 

山
田
復
軒
〔
傍
記
、
「
原
欽
」
〕
先
生
撰
述 

 

寺
傳
、

開
基
性
空
上
人
寛
弘
四
年
三
月
十
三
日
寂
、
葬
於
此
」
と
あ
る
。 

岩
田
茂
樹
「
圓
教
寺
奥
院
開
山
堂
の
性
空
上
人
坐
像
に
つ
い
て
」
（
『
鹿
園
雜
集
』

奈
良
国
立
博
物
館
紀
要 

第
一
一
号 

三
五
～
四
七
ペ
ー
ジ 

平
成
二
一
年
三
月
）

に
は
、
書
写
山
円
教
寺
の
開
山
堂
の
本
尊
で
あ
る
木
造
性
空
坐
像
が
Ｘ
線
撮
影
さ
れ
、

性
空
上
人
の
遺
骨
を
納
め
た
瑠
璃
壺
が
内
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た

こ
と
が
詳
細
に
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
に
、
性
空
上
人
が
室
積
に
葬
ら

れ
た
と
い
う
こ
の
記
述
は
、
事
実
で
は
な
い
と
思
う
。 

○
所
止 

居
住
す
る
。
『
詩
経
』
商
頌
「
玄
鳥
」
に
「
邦
畿
千
里
、
維
民
所
止
」
と
あ
る
。 

○
緇
素
成
市 

「
緇
」
は
黒
衣
、
「
素
」
は
白
衣
。
「
緇
素
」
と
は
、
僧
侶
（
出
家
）
と
俗
人
（
在

家
）
を
い
う
。
『
本
朝
法
華
驗
記
』
に
「
道
俗
作
市
、
貴
賤
雲
集
」
と
あ
る
。 

○
垂 後

世
に
伝
え
る
。
『
荀
子
』
王
覇
篇
に
「
垂
名
乎
後
世
」
と
あ
り
、
ま
た
、
『
後

漢
書
』
巻
一
六 

鄧
禹
伝
に
「
但
願
明
公
威
德
加
於
四
海
、
禹
得
効
其
尺
寸
、
垂
功
名

於
竹
帛
耳
」
と
あ
る
。 

○
汗
簡 

文
書
。
書
籍
。
『
晋
書
』
巻
七
五 

王
湛
伝
に
「
史
臣
曰
、
…
…
、
雖
崇
勳
懋
績
有

闕
於
旂
常
、
素
德
淸
規
足
傳
於
汗
簡
矣
〔
「
崇
勳
」
は
尊
ぶ
べ
き
勲
功
。
「
懋
績
」

は
、
盛
大
な
功
績
。
「
旂
常
」
は
、
王
侯
の
旗
さ
し
物
。
「
闕
」
は
、
欠
け
る
。
「
素

德
」
は
、
清
廉
潔
白
の
美
徳
。
「
淸
規
」
は
、
守
る
べ
き
規
範
）
〕
」
と
あ
る
。 

○
措
辞 

会
話
や
詩
文
の
こ
と
ば
遣
い
（
を
選
ぶ
）
。
『
逸
周
書
』
官
人
篇
に
「
自
順
而
不

讓
、
措
辭
而
不
遂
、
此
隱
於
智
理
者
也
」
と
あ
る
。 
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○
神 魂

。
精
神
。
『
禮
記
』
樂
記
に
「
明
則
有
禮
樂
、
幽
則
有
鬼
神
」
と
あ
り
、
鄭
玄

の
注
に
「
聖
人
之
精
氣
謂
之
神
」
と
あ
る
。 

○
如
水 

万
物
を
利
し
て
争
う
こ
と
の
な
い
最
上
の
善
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
。
『
老
子
』
第

八
章
に
「
上
善
如
水
。
水
善
利
萬
物
而
不
爭
、
處
衆
人
之
所
悪
。
故
幾
於
道
矣
」
と

あ
る
。 

○
如
帰 

死
に
対
し
て
、
も
と
も
と
帰
る
べ
き
所
と
思
っ
て
、
少
し
も
お
そ
れ
な
い
こ
と
。

『
大
戴
禮
記
』
曽
子
制
言
上
に
「
及
其
不
可
避
也
、
君
子
視
死
如
歸
」
と
あ
る
。 

○
眷
々 

恋
い
こ
が
れ
る
さ
ま
。
思
い
慕
う
さ
ま
。
睠
睠
。
『
詩
経
』
小
雅
「
小
明
」
に
「
念

彼
共
人
、
睠
睠
懷
顧
」
と
あ
る
。 

○
室
積 

現
在
の
山
口
県
光
市
室
積
。 

○
室
積
者
普
賢
示
現
之
処 

「
普
賢
」
は
、
普
賢
菩
薩
。
「
示
現
」
は
、
仏
菩
薩
が
種
々
の
姿
に
身
を
変
え
て

こ
の
世
に
現
れ
る
こ
と
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
前
の
「
覿
普
賢
菩
薩
之
真
容
於

此
浦
」
の
注
、
お
よ
び
山
田
原
欽
の
書
い
た
「
普
賢
縁
起
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

○
成
果
之
墜 

「
成
果
」
は
、
で
き
あ
が
っ
た
結
果
。
成
し
遂
げ
た
結
果
。
「
墜
」
は
、
落
下
す

る
の
意
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
「
落
着
す
る
」
と
解
釈
す
る
ほ
う
が
文
意
に
沿
う

と
考
え
る
。 

○
死
得
其
所
也 

『
春
秋
左
氏
伝
』
文
公
二
年
に
「
（
狼
）
瞫
曰
、
吾
未
獲
死
所
〔
瞫 

曰
く
、
吾
れ

未
だ
獲
が
死
ぬ
所
を
獲
ず
、
と
〕
。
」
と
あ
り
、
後
に
「
死
得
其
所
」
が
死
ぬ
こ
と

に
意
義
を
見
出
す
こ
と
の
意
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
王
僧
達
の
「
求
徐
州

啓
」
に
「
臣
感
先
聖
格
言
、
思
在
必
效
之
地
、
使
生
獲
其
志
、
死
得
其
所
」
（
『
宋

書
』
巻
七
五 

王
僧
達
伝
所
収
）
と
あ
る
。
『
北
史
』
巻
四
六 

張
普
恵
伝
に
も
「
人

生
有
死
。
死
得
其
所
、
夫
復
何
恨
。
」
と
あ
る
〔
『
魏
書
』
巻
七
八
張
普
恵
伝
も
同

じ
〕
。 

○
風
月 

こ
こ
で
は
、
風
雨
歳
月
の
意
。 

○
墓
誌 

死
者
の
出
自
や
経
歴
を
記
し
た
散
文
を
金
属
板
や
石
板
に
刻
ん
だ
も
の
。
通
常
は

死
者
と
と
も
に
墓
に
埋
め
る
。
こ
こ
で
は
、
墓
の
外
に
建
て
る
墓
碑
の
意
味
で
用
い

ら
れ
て
い
る
。
天
保
年
間
（
一
八
三
〇
～
一
八
四
四
）
の
『
防
長
風
土
注
進
案
』
熊

毛
郡
室
積
村
風
土
記 

寺
院 

禅
宗
峨
嵋
山
普
賢
寺 

同
境
内
の
項
に
「
性
空
上
人

墓 
 

但
、
五
輪
石
塔
」
と
あ
る
〔
『
防
長
風
土
注
進
案
』
の
こ
の
部
分
に
は
、
本

文
と
は
異
な
る
筆
跡
で
、
「
元
亨
釈
書
ニ
室
積
ノ
事
ヲ
載
セ
ス
然
シ
テ
伝
来
ニ
異
迹

甚
多
不
遑
備
載
」
と
あ
る
〕
。 

○
荒
磨 

荒
廃
し
磨
耗
す
る
。 

○
大
君 

君
主
の
尊
称
。
こ
こ
で
は
、
主
君
の
意
。 

○
大
江
吉
就
公 

長
門
萩
藩
主
毛
利
吉
就
。
毛
利
氏
は
、
大
江
匡
房
を
祖
と
し
て
い
る
の
で
、
大
江

氏
を
名
乗
る
。 

 
 

毛
利
吉
就
〔
も
う
り 

よ
し
な
り 

寛
文
八
（
一
六
六
八
）
年
～
元
禄
七
（
一
六
九

四
）
年
〕
は
、
長
州
藩
の
第
三
代
藩
主
。
第
二
代
藩
主
・
毛
利
綱
広
の
長
男
で
あ
る
。

天
和
二
（
一
六
八
二
）
年
に
、
父
の
隠
居
に
よ
り
第
三
代
藩
主
と
な
っ
た
。
〔
以
上

は
、
『
デ
ジ
タ
ル
版 

日
本
人
名
大
辞
典+

P
l
u
s

』
の
解
説
に
よ
る 

○
臨
邦 

入
封
。
お
国
入
り
の
こ
と
。
「
国
入
り
」
と
は
、
大
名
が
自
分
の
領
地
に
行
く
こ

と
。
毛
利
吉
就
は
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
年
）
二
月
二
七
日
、
父
の
隠
居
に
よ
り

跡
を
継
い
で
お
り
、
初
め
て
の
お
国
入
り
は
貞
享
元
（
一
六
八
四
）
年
で
あ
る
。
〔
安
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藤
紀
一
編
『
山
田
原
欽
』
（
明
倫
同
窓
会
事
務
所 

昭
和
十
五
年
刊 

 

国
立
国
会
図
書

館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
て
公
開
の
も
の 

 
 
 
 
 
 
 

h
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）
に
よ
る
。
〕 

○
芳
事 

「
芳
跡
」
に
同
じ
。
先
賢
の
す
ぐ
れ
た
事
跡
の
こ
と
。 

○
鼎
建
石
於
墓
上 

「
鼎
建
」
は
、
営
建
に
同
じ
。
造
営
す
る
こ
と
。
「
鼎
」
の
字
か
ら
推
し
は
か
る

に
、
三
方
を
石
で
囲
む
よ
う
に
し
て
、
上
に
石
板
を
置
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

○
峴
山
深
澗
之
事 

「
峴
山
深
澗
」
は
、
晋
の
杜
預
（
字
は
元
凱
）
は
、
後
世
に
名
を
残
す
こ
と
を
好

み
、
常
々
「
高
い
岸
が
谷
と
な
り
、
深
い
谷
（
＝
深
澗
）
も
丘
と
な
る
〔
『
詩
経
』

小
雅
「
十
月
之
交
」
の
一
節
で
、
世
の
変
転
の
激
し
い
こ
と
を
い
う
〕
」
と
言
っ
て

い
た
が
、
自
身
の
勲
功
を
刻
ん
だ
石
碑
を
二
つ
作
り
、
一
つ
を
万
山
の
下
に
沈
め
、

い
ま
一
つ
を
峴
山
の
上
に
立
て
て
、
「
こ
の
後
、
谷
が
丘
に
、
丘
が
谷
に
な
ら
な
い

と
ど
う
し
て
わ
か
ろ
う
か
」
と
言
っ
た
と
い
う
故
事
に
よ
る
。
『
蒙
求
』
巻
中
「
元

凱
傳
癖
」
に
「
初
預
好
爲
後
世
名
、
常
言
、
高
岸
爲
谷
、
深
谷
爲
陵
。
刻
石
爲
二
碑
、

紀
其
勲
績
、
一
沈
萬
山
之
下
、
一
立
峴
山
之
上
、
曰
焉
知
此
後
不
爲
陵
谷
乎
と
あ
る
。

〔
『
晋
書
』
巻
三
四
杜
預
伝
に
も
同
じ
記
載
が
あ
る
。
〕 

○
則
功
名
之
迹
、
而
非
所
希
於
上
人
也 

杜
預
の
故
事
が
、
杜
預
自
身
の
功
名
を
残
す
意
図
が
あ
っ
た
の
と
は
異
な
り
、
性

空
上
人
に
は
そ
の
よ
う
な
意
図
が
全
く
な
か
っ
た
こ
と
を
い
う
。 

○
峨
山 

現
在
の
山
口
県
光
市
室
積
の
峨
眉
山
。
普
賢
寺
の
山
号
で
も
あ
る
。 

○
蠣 厲

、
礪
に
同
じ
。
研
ぐ
、
磨
く
の
意
。 

○
象
海 

 

山
口
県
光
市
室
積 

象
鼻
ヶ
崎
の
海
。
室
積
浦
（
当
時
の
地
名
は
御
手
洗
）
を
い

う
。 

○
綸 青

い
絹
糸
で
組
ん
だ
佩
び
ひ
も
。 

○
朽 摩

滅
す
る
。
消
滅
す
る
。 

○
道
風 

道
徳
風
操
。 

○
泯 滅

ぶ
。
滅
び
る
。
滅
亡
す
る
。 

○
貞
享
三
年 

西
暦
一
六
八
六
年
。
こ
の
年
、
山
田
原
欽
は
、
数
え
年
の
二
一
歳
で
あ
る
。 

○
十
二
月
日 

十
二
月
吉
日
の
意
。 

○
復
軒
山
田
原
欽
熙 

山
田
原
欽
〔
や
ま
だ 

げ
ん
き
ん 

寛
文
六
（
一
六
六
六
）
年
～
元
禄
六
（
一
六

九
三
）
年
〕
江
戸
時
代
前
期
の
儒
者
。
宇
都
宮
遯
庵
、
伊
藤
坦
庵
に
学
ん
だ
。
長
門

萩
藩
主
毛
利
吉
就
に
世
子
時
代
か
ら
仕
え
る
。
東
光
寺
建
立
の
件
で
吉
就
に
諫
言
し

た
が
い
れ
ら
れ
ず
、
元
禄
六
年
七
月
一
四
日
自
刃
し
た
。
享
年
、
二
八
歳
。
名
は
頼

煕
。
号
は
復
軒
〔
以
上
は
、
『
デ
ジ
タ
ル
版 

日
本
人
名
大
辞
典+

P
l
u
s

』
の
解
説
に

よ
る
〕
。 

な
お
、『
山
田
原
欽
先
生
事
蹟
』（
村
田
峯
次
郎
編 

明
治
二
三
年
刊
）
に
収
録
の
、

伊
藤
坦
菴
の
「
復
軒
説
」
に
「
山
田
生
煕
、
字
原
欽
、
號
復
軒
」
と
あ
り
、
ま
た
同

書
収
録
の
小
倉
尚
齋
の
「
山
田
原
欽
先
生
行
状
」
に
「
先
生
、
源
姓
、
山
田
氏
。
煕

其
名
、
原
欽
其
字
。
號
復
軒
」
と
あ
っ
て
、
名
を
「
煕
」
と
し
て
い
る
。 

○
譔
（
の-

ベ
ル
。
の-

ブ
）
。 

撰
に
同
じ
。
記
述
す
る
。
著
述
す
る
。 

 

【
謝
辞
】 

今
回
の
訳
注
に
あ
た
っ
て
は
、
徳
山
工
業
高
等
専
門
学
校
機
械
電
気
工
学
科
の
藤
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所
在
を
桝
野
省
堂
ご
住
職
に
確
か
め
た
が

現
在
の
普
賢
寺
に
は
存
在
し
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。 

写
真
② 

山
田
原
欽
直
筆 

性
空
上
人
碑 

画
像 

 
 

 

撮
影
は
本
校
機
械
電
気
工
学
科
の
藤
本
浩
先
生
、
画
像
の
合
成
は
筆
者
。 

碑
文
そ
の
も
の
は
摩
耗
が
激
し
く
、
読
み
取
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
拓
本
の

所
在
を
桝
野
省
堂
ご
住
職
に
確
か
め
た
が
、
現
在
の
普
賢
寺
に
は
存
在
し
な
い
と
い

山田原欽

 
 

 
 

欽「性空上人碑」

 
 

 

」訳注稿 

 

【
付
】 

写
真
① 

現
在
の
性
空
上
人
碑
（
普
賢
寺
に
て 

筆
者
撮
影
） 

電
気
工
学
科
の
三
浦
靖
一
郎
先
生
か

は

再
三
に
わ
た

地
域
貢
献
の
観
点
か

ら
有
意
義
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
た
だ
き
大
い
に
励
ま
さ
れ
た
。
藤
本
先
生
、
桝

野
住
職
、
三
浦
先
生
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
の
意
を
表
し
て
お
き
た
い
。 

本
浩
先
生
が
機
会
を
与
え
て
下

普
賢
寺
の

住
職
桝
野
省
堂
氏
に

協
力
い

た
だ
く
よ
う
労
を
取
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
普
賢
寺
の
ご
住
職
桝
野
省
堂
氏
に
は
、
貴

重
な
資
料
を
提
供
い
た
だ
き
、
そ
の
公
開
を
許
可
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
ま
た
、
機
械

電
気
工
学
科
の
三
浦
靖
一
郎
先
生
か
ら
は
、
再
三
に
わ
た
り
、
地
域
貢
献
の
観
点
か

本
浩
先
生
が
機
会
を
与
え
て
下
さ
り
、
普
賢
寺
の
ご
住
職
桝
野
省
堂
氏
に
ご
協
力
い
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